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学習活動に目的意識をもった児童の育成

ーキャリア教育の考え方を取り入れて―

I はじめに

教育の中で、児童と教師の関わる時間が最も長い活

動は授業である。教師として児童の学びに関わるため

には、主体的に授菓に参加する児童を育むことが必要

だと考えている。

学部時代から大学院にかけて、アクティブラーニン

グや切実感を与える教材について学び、児童が「もっ

と授業を受けたい」と感じるような、楽しく分かりや

すい授業づくりを目指してきた。しかし、理論をもと

に実践をする中で、新たな視点が生まれてきた。

11 主題設定の理由

1 児童の実態
（ ヽ

0協力校：愛知県の公立小学校

（以下、連携協力校と記す）

0対象児童：小学生 1"--'6年

0対象期間： 2017年 9月"--'2018年 12月末まで、

1週間に 2日間（月曜と木曜）活動。

0活動内容：学校サポーター活動として、様々な

教育活動の補助を行った。
ヽ ノ

サポーター活動を通して、児童が集中して授業を受

ける姿、積極的に挨拶をする姿、大きな声で歌う姿、

全力で遊ぶ姿など、のびのびと学ぶ児童の姿が見られ

た。その一方で、次のような児童との関わりもあった。

「先生、何のために学校で勉強するの」と児童に質

間をされたことがある。私は、児童の質間に対し「君

の将来のためだよ」と答えた。その答えに対し児童は、

「将来なんてどうでもいい、どうせ何もできない」と

答えた。その答えに対し、私はかける言葉が見つから

なかった。これは、この児童だけの考えではない。他

の児童と関わっていても「勉強なんてやっても意味が

ない」「やってもできないからやりたくない」「あの子

みたいに能力がないし、あの子がやればいい」など、

学習活動に主体的に取り組むことができていない児童

の姿が気になった。

このような児童に対し、授業内容を工夫して児童の

興味を引き付けることで、主体的な学習意欲へと導く

ことができることもある。しかし、様々な工夫をして

も授業に対して参加の意思を示さない児童もいた。こ

の経験から、授業に対して参加の意思がない児童には、

授業を工夫する以前に、何か取り組めることがあるの

ではないかと感じるようになった。
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2 今日的な教育課題

(1)学びに向かうカ

2017年に小学校学習指導要領が改訂された。この改

訂で、特に注目したものが“学びに向かう力”である。

新小学校学習指導要領解説総則編（以下、学習指導

要領と記す）では、「学びに向かう力、人間性等」につ

いて次のように述べている。

「児童一人一人がよりよい社会や幸幅な人生を切

り拓いていくためには、主体的に学習に取り組む

態度も含めた学びに向かう力や、自己の感情や行

動を統制する力、よりよい生活や人間関係を自主

的に形成する態度等が必要となる。〔中略〕こうし

た力は、社会や生活の中で児童が様々な困難に直

面する可能性を低くしたり、直面した困難への対

処方法を見いだしたりできるようにすることにつ

ながる重要な力である」

学びに向かう力は、学力の口要素として示されてき

た「主体的に学習に取り組む態度」を含むもので、教

育課程全体を通して育成を日指す資質・能力の三つの

柱の一つとして位置付けられている。

学習指導要領は、三つの柱について、「生きる力を具

体化したもの」「“何のために学ぶのか"という学習意

義を、資質・能力として明示したもの」と述べている。

また、中央教育審議会(2016)では、以下の資料を提示

している（図 1)。
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【図 1: 育成を目指す資質・能力の三つの柱】

図1を見ると、三つの柱が三角形に結ばれており、

それぞれの柱が相互に関係し合うことの必要性を読み

取ることができる。学習指導要領では、三つの柱の関

係性について、「児童は学ぶことに興味を向けて取り組

んでいく中で、新しい知識や技能を得て、それらの知

識や技能を活用して思考することを通して、新しい知

識や技能をより確かなものとして習得するとともに、
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思考力、判断力、表現力等を養い、新たな学びに向か

ったり、学びを人生や社会に生かそうとしたりするカ

を高めていくことができる」と述べている。

「学びに向かう力、人間性等」が他の二つの柱の動

機づけとなっているように、‘‘生きる力”を育むために

は、まず児童の主体的な学習意欲を育む必要があると

考えた。そこで本研究では、「何のために学ぶのか」を

児童に理解させるための実践をしていく。

(2)キャリア教育

文部科学省(2016)は、 □つの柱の育成において、「各

教科等を学ぶ意義を明確にし、各教科等において育む

資質・能力を明確にすること」の必要性を述べている。

この点が必要とされた背景として、「将来就きたい仕事

や自分の将来のために学習をしようとする意識が低い」

ことにより、「学校での生活や学びに日的意識をもって

取り組めていない」（文部科学省、 2011)という課題が

る。この課題は、キャリア教育が必要とされてきた背

景とも重なる。

文部科学省(2011)は、キャリア教育の意義を「将来

の生き方や進路に夢や希望を持ち、その実現を日指し

て、学校での生活や学びに意欲的に取り組むようにな

ること、これがキャリア教育を行うことの意義である

［中略〕／なぜ学ぶのか、なぜ学ばなければならないの

か、何を学ぶべきかを学ぶ教育」と述べている。授業

に参加できていない児童に対して、「何のために学ぶの

か」を理解させるために、キャリア教育の考え方を取

り入れることが必要であると考えた。

しかし、小学校のキャリア教育は十分に機能してい

ないことが指摘されている。学習指導要領では、キャ

リア教育の今日的な課題を次のように述べている。

0指導場面が曖昧になっている。

0特別活動において進路に関する内容が存在しな

い小学校においては、体系的に行われてこなか

った。

0将来の夢を描くことばかりに力点が置かれ、「働

くこと」の現実や必要な資質・能力の育成につな

げていく指導が軽視されているのではないか。

このような課題を踏まえて、学習指導要領では、キ

ャリア教育の充実に向けて次のように述べている。

「児童が、学ぶことと自己の将来とのつながりを

見通しながら社会的、職業的自立に向けて必要な

基盤となる資質・能力を身に付けていくことがで

きるよう、特別活動を要としつつ各教科等の特質

に応じて、キャリア教育の充実を図ること」

本研究では、キャリア教育の充実の視点を取り入れ

て、特別活動で学ぶ必要性を考え、各教科の授業にお

いて「何のために学ぶのか」という学ぶ意義を理解さ

せる実践を目指していきたいと考えた。

3 目指す児童の姿

本研究を通して日指す児童の姿を、次のように設定

する。

学習活動に対する日的意識をもち、

主体的に学びに向かう児童

4 研究テーマ

以上のことを踏まえ、研究テーマを『学習活動に目

的意識をもった児童の育成一キャリア教育の考え方を

取り入れて一』とした。主体的な学びへと導くために、

本研究では「何のために学ぶのか」を理解させること

で、学びに対して日的意識をもたせることを日指す。

また、学ぶ意義を理解させる手立てとして、キャリ

ア教育の考え方を取り入れることで、学習活動に将来

を見通した目的意識がもてるよう研究を進めていく。

皿研究の構想

1 基本となる考え方

(1) なぜ人は学ぶことが必要なのか

齋藤(2011)は、次のように述べている。

0学ぶことは、まさに「呼吸」をすることです。

0前向きに学んでいる人は、学びの推進力によっ

てストレス耐性が高まります。

齋藤は、学ぶことを「呼吸」と捉え、学ばなくなる

ことは死と同じぐらい怖いことと表現している。また、

学びから得られるものを「進むべき道が自然に開ける

もの」「心の免疫力を高めるもの」としている。これら

の考えを踏まえ、学ぶことの意義を“将来を見通した

生きる力を育む”ためであると考えた。

(2)参考となるキャリア教育の実践

関(2008)は、小学校6年生を対象に、将来に夢と希

望をもち、努力する子どもを育むための活動構成と支

援のあり方を検証した。 1年間の実践を通して、「なぜ

学ぶのか」という疑間に対し、様々な人の職業観・勤

労観に触れることで、児竜に学ぶ意義を考えさせた。

また、将来の自分の姿を見つめながら、今の自分の生

き方を考える児童の姿から、「キャリア教育」のねらい

に近づけたという成果を述べている。

この実践を参考に、本研究では児童に学ぶ意義を考

えさせ、今の自分の生き方を考えることで「なぜ学ぶ

のか」という間いに迫っていく。ただし、関は特別活

動での実践であったが、本研究では教科の授業で学ぶ

意義をもたせることも日指すため、「特別活動→学校生

活・日常生活→授業（体育）」の順に実践を行っていく。

(3)キャリア教育を通して育成すべき能力

文部科学省は、平成23年にキャリア教育で育成す

べき力を「4領域8能力」から「基礎的・汎用的能力」

へ転換すると提案している。この理由の一つとして、
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「4領域8能力」の語感や印象に依拠した実践が散見

されたことが挙げられている（図 2)。

「キャリア発違にかかわる諸能力（例）」
(4鑽纏圧汀霞力｝

自飽の理鱈能力

コミュニケーション能力

讐輯収集，探索能力

職業理解能力

役割把握，認識麗力

計圃実行籠力

選択鬱カ

課題解決能力

償瓢［的・汎用的能力J

【図2:「4領域8能力」と「基礎的・汎用的能力」

との関係（文部科学省 201~) 】
本実践では、 4つに分類されている「基礎的・汎用

的能力」の中でも、学ぶ意義の理解や将来設計の能力

を含んだ“キャリアプランニング能力”の視点を意識

することで、将来を見通して学ぶ意義の理解を目指す。

また、キャリアプランニング能力の中でも、キャリ

ア発達に関わる諸能力との関係を意識し、育成すべき

力を明確にするため、本実践では、将来設計能力と意

思決定能力の育成を日指すこととした（表 1)。

【表 1: 職業観・動労観を育む学習プログラムの枠組み（例）

筆者加筆（文部科学省 2011)】

祖甜四 膨J」甜tlJ.I 局

人
の理紬力 ，加懸 ，,,Jこ建、分らしさ

屑 I

尊重し、自已魔 自已l哩解を深め、也者の多様な眉竺を嘩年 を発屑する。

関、攣鼠応が し、互い噂蛤うことを穴息こして1視し 喝し合潰どにi籠薗1こ参鼠、自分と
係 り、！款な人陀ていく勘 異なる意見も嘩乳しようとする。
彬 哀ュニケーツ コミュニケージョン砥力】 退噂りり気持ちを持ち、相手尻鷹こ
威 ヨ）攣、習 多煎嗣饂隣で、 Jミュこケーシ 立って考え行璽しようとする。

能-，，か共同してもり ョ‘ノ他豊かな人但］関係を築きながら、自已り ，異圧薗集璽り活動に追んで参薗し、1碧J

ヵ ピとに瞑り月 威長を男だしてし＼＜尉］ と責任を殿そうとする。
も。
野こと噌く l1I胄南靱隻・探案能力J...... ・; 身近な頚噂鄭鬼子呪の夏北が分
こと譴晨唸 醗碍膿等に闘する様灯隠語を護 I かる。

情 琶及びそり多様 探索するととも1こ、砂要な胄報を選択り舌目 ，自分1こ砂要な情報を探す。
報性を蓉し、I砿
活

し、自已砂琵翌生き万を考えていく勘 ，気付いだこと、分かっだこと翌彫人ヴ
ぐ話を菩し ルづでまとめだこと翌表する。月 て、自己隠璽ゆ............................

能生き万譴恨1こ
［職業理解能力】 噂設噂謁見学等を喜し、慟くことり大

ヵ生かす。
様灯な体験吾を涯して、子hで学I罰ことと 切さ他苦労が分かる。
社会，目業生舌とり関連や、合しなけれはな ，翠んだり体験しだりしだことと、生活や
らないことなどをl里解していく能刀 目業とり関連を考える。

2 研究構想図

(1)研究における実践の学年と日程

0協力校：連携協力校

0対象児童：小学 5年生

0対象期間：教師力向上実習 I(以下、実習 I)

→ 5月 7日"-'6月 1日

教師力向上実習II(以下、実習II)

→ 9月25日"-'10月 19日

ヽ

(2)研究構想図について

上記の実習日程や環境を踏まえて、これまで述べて

きた、テーマ設定の背景、基本となる理論をもとに下

記のような研究構想図を作成した（図 3)。
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【図3:研究構想図】

(3)実践の流れ

芍や希望をも （役』月屋・認諄扉育』］） ，社云生活1こはいろいうな役』があると
将 って爵来の生き 生告仕事上り多様な穏斡意義及びその やそり穴切さが分かる。
来 鷲生舌を考え、 関連号を蓉し、自已慄だ郡き役欝に ，仕事に同ける役喜鷹連翌変化に気
叩社会喉褻箆ついて噂認瓢＼く勘 付く。
『まえながら、前向
能きに記嗚屎

［計画実行能力l ・l晋来りことを考える穴切さが分かる。

ヵ を設計する
望とすバき息靭生き房頴を考え、 骨れとする譲を持ち、今、しなければ

。 それを頸するだ籾醗薩を立て、実欝 ならないことを考える。
り選択行動等で実行していく能力

自らり意思と （選択能力】 ，l系舌動などで自分りやりだけ氣ゆれそ
工ェ 巨

思層
可でより良い 叡な愚硼こついてt徴検討しだり、葛 うな係召尉＼

思込択決定を行う 藤を克服しだりして、主体前1こ月新し、自ら ，教師ゆ保護者1こ自分げ悩み他葛藤を岳

決 ととも1こそ隠 1こIぶさわしし＼薗和決定を行っていく靭 す。
定程で砂籍ゆ葛 ［鴫訣能力】 翌囀直塁を見つけ、自分りカ

++ -主

能小餌IL.積極薗し罰 藝決定に伴う責任を受け訊懸葛 で慰しようとする。
ヵ り勘克蛋する。 貝1こ醸するとともに、希望する醗喉 噌知鄭希望を持ち、実開を目指し

現1こ向け、自ら幌果題を設定してそり解決 て努力しようとする。
直鳴襲刀

実践の段階 実践内容

第 I段階 学級活動で目的意識の必要性を考える。

第II段階 日的を意識した日標を設定する。

第III段階 日標達成に向けた計画を立て、実行する。

第IV段階 休育の授業に日的意識をもたせる

学級活動で考えた将来に対する日的意識を、上記の

段階を通して、授業に対する日的意識をもたせること

を目指す。

3 研究の方法

本研究では、アンケート調査とワークシートの結果

から抽出児を選び、実践前後の学習活動に対する目的

意識の変化を、下記の視点から考察していく。

0将来への日的意識がないことにより、学習活動に参

加する意欲がない児童を抽出児とし、実践前と実践

後に行うアンケート結果の変容から考察する。
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w 研究の内容と考察

1 実践の対象学級

実晋 I・IIとも 5年生の同一学級で実践をした。児

童数は 33名（男子 15名、女子 18名）で、そのう

ち欠席がちの児童が 1名いた。

2 活動前の児童の意識

実践の前に児童の実態を把握するため、アンケー

ト調査を行った。「学校でなぜ勉強すると思います

か」という間いに対し、「将来に役に立つから」「頭を

よくするため」「いい大学に進学するため」「分かりま

せん」など、様々な回答があった。回答の内容を、未

来の自分を見つめたものとそうでないものに分別した

ところ、資料 1の結果となった。

なぜ学校で勉強するのか
2名

無回答姿

【資料 1: 「なぜ学校で勉強をするのか」意識調査】

資料 1の結果をもとに、学ぶ意義を理解していない

「無回答」（児童A)、「分からない」（児童B,C)と回

答をした児童 3名を取りあげて、学級全体との比較し

たところ、表 2のようになった。

【表2:意識調査に関する事前アンケート結果の比較】

質間内容 児童A 児童B 児童c 学級の平均

何にでも進

んで挑戦で 1 2 5 4. 78 
きる。

難しいこと

でもやれば 1 3 6 5. 19 
できる。

勉強は将来
1 2 3 5.25 

につながる。

合計 3 7 1 4 15. 22 

※「そう思わない← 1・2・3・4・5・6→そう思う」と匝答

アンケートでは、「何にでも進んで挑戦できる」「難

しいことでもやればできる」「勉強は将来につながる」

の3項日を 6件法で調査した。数値が高い児童ほど、

質間に対する意識が高いというものである

表 2を見ると、児童Aと児童Bの数値が低いことが

分かる。二人の児童は、「勉強は将来につながる」とい

う質間に対し、学級の平均と比べて低い結果となった。

また、これまでの生活で学ぶ意義について考えていな

いため、主体的な学習につながらず、「何にでも進んで

挑戦できる」「難しいことでもやればできる」の間いに

対して、数値が低くなったと考えた。

このような結果をもとに、本研究では 2人の児童

（児童Aと児童B)を抽出児として、取り組みの様子や

実践後アンケートから学習活動に対する目的意識の変

容を考察していくこととした。

3 教師力向上実習 Iの実践と考察

(1)第 I段階『目的意識の必要性を考える』

①実践の概要

実践場面
学級活動

題材： 00は成功のもと！

実践時期 5月中旬

挑戦することに肯定的 えを

ねらい
もたせること、失敗のメリットに

ついて考えることから、将来に対

する目的意識の必要性を考え 。

キャリア教育
将来に対する目的意識をもち、

夢や日標をもつことの大切さを考
の視点

える。 （将来設計能力）

ことわざの“失敗は成功のもと”

活動内容
を軸に、各自の成功のもとを話し

合う活動から、成功に必要な要素

を考える授業を展開した。

②実践内容く手立て：成功のもとを共有＞

授業では、まず“失敗は成功のもと”について話し

合った。ことわざの意味を整理し、賛成か反対かを間

いかけたところ、 4名の児童が反対という意見を示し

た。反対の理由としては、「どうせできないから成功に

結び付かない」「あきらめてしまう」などの意見がでた。

ちなみに、反対の意見を示した4名中 3名は、児童A,

B,Cである。

“失敗は成功のもと”について話し合った後、失敗

の他に成功に結び付くものを各自で考え、新しいこと

わざの作成をした。「00は成功のもと」と題し、ワー

クシートに記入した後、学級全体で意見を出し合った。

。ごことわざを作ろう！

は成功のもと

【資料2:学級活動「00は成功のもと」のワークシート】

【資料3:学級活動「00は成功のもと」の板書】
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その結果、「あきらめないこと」の他に、「努カ・チ

ャレンジ・がんばる・つみ重ね• 練習・食べること・

勇気・やる気・判断・全カ・勉強・好きなこと」とい

う意見が出た。そこで、作成したことわざに共通する

ことを話し合った。その結果、「挑戦していること」「日

標をもっていること」という意見が出た。この意見を

もとに、夢や目標をもつことは成功につながることを

確認し、挑戦することの大切さを共有した。

③成果と課題

〔成果〕

0ねらいに対して

児童が考えた成功のもとから、学級での話し合いを

通して、「挑戦すること」「日標に向かって頑張ること」

が大切であるという意見が出た。この結果をもとに話

し合いを進めたことで、キャリア教育の視点である将

来に対する目的意識をもつことの必要性を考えること

ができたと思われる。

0抽出児の様子から

児童Aと児童Bは、“失敗は成功のもと”に対して、

反対という意見に挙手をした。その意見としては、「努

力しても報われない」という考えであった。そのため、

この 2人には、努力が報われる体験が必要であると考

えた。そこで、第III・IV段階では成功体験ができるよう

に工夫していきたいと考えた。

〔課題〕

0抽出児の様子から

抽出児の「00は成功のもと」は、児童A 「がんば

ること」、児童B 「好きなこと」であった。 2人は、“失

敗は成功のもと”に否定的な考えを示した児童だった

ので、 2人の意見をもとにして話し合いを広げること

ができれば、より深い話し合いができたと感じた。

(2)第11段階『目標設定』

①実践の概要

実践場面
学級活動(00は成功のもと）

学校生活と日常生活

実践時期 5月中旬'"'--'6月上旬

ねらい
主体的に取り組むことができる

目標を、児童自身で設定する。

主体的に取り組める日標を設定

キャリア教育
し、目標に取り組む中で成長する自

の視点
分の姿を考える。 （計画実行能力）

自らの将来につながる目標を選

択する。 （選択能力）

学級活動の授業で、将来に対する

目的意識の必要性を話し合った後、

3週間の短期日標を設定した。

活動内容
ただ単に日標を設定するのでは

なく、授業で考えた成功のために今

の自分ができることを考えるよう

に促し、自らを客観視できる機会と

なるよう設定した。

②実践内容く手立て：将来を見通した目標の設定＞

目標設定をする際に、学校生活に関することに限ら

ず、自由に目標を設定させた。これは、主体的に取り

組むことができる目標にするためである。また、その

日標に向かうことで自分の成長につながりそうなこと

を、次の資料のように考えさせた。

〇 目標を決めよう！

りれのとを~'\りこ象6'\'るよう／，，九さ

この目標に向かってがんばることで、

しょぅ馴げ加戻ようし1~/11らかあ屑立されぃ／こ
象：べるように↓ なじ［ルのI:うかう'~ こ＼し

が私の成長につながる。

【資料4:目標設定のワークシート、内容】

資料4を活用し、日標に対するイメーンを具体的に

考えさせることや、何のために頑張るのかを考えさせ

ることを日指した。例えば、この児童は、「かみの毛を

きれいに結べるようにする」という目標に向かうこと

で、「ゆめにちかづくこと」が自身の成長につながると

考えた。また、日標に対する意識の持続性を高めるた

めに、色画用紙に目標を書き、教室に掲示することで

日標の見える化を日指した。（資料5)

【資料5:目標を記した掲示物】

③成果と課題

〔成果〕

0ねらいに対して

自分の興味があることについて目標を決めたので、

日標設定の時点では、日標に対する意識が高まってい

る児童の姿が見られた。

〔課題〕

0ねらいに対して

日標設定に苦戦していた児童が 3名（うち 2名は児

童Aと児童B)いた。 3名の児童は、夢や目標が明確で

ないため、何を書こうか困惑している様子であった。

そのため、実習IIでは日標を設定する際に、具体例を

提示する必要があると考えた。
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〇抽出児の様子から

児童A

日標：ユーチューバーになる友達を作る。

成長につながること：パソコンを買うためにお金を貯める。

児童B

目標：将来のためにいろいろ作る。

成長につながること：？

この結果から、日標が具体的でないことや、日標に

向かって成長するイメージをもつことができていない

と考えられる。自由に日標を設定させることは、日標

の立て方が分からない児童にとって、逆に難易度が高

くなると感じた。

0キャリア教育の視点

将来につながる日標を選択する（選択能力）ことは

できている児童が多かったが、日標を設定し取り組む

中で成長する自分の姿を考える（計画実行能力）ことに

はつながらなかった。この結果から、実習IIでは、日

標に向かって計画し実行できるための手立てが必要で

あると考えた。

4 教師力向上実習 IIの実践と考察

(1)第皿段階『計画と実行』

①実践の概要

実践場面 学校生活と日常生活

実践時期 1 0月上旬"--'10月下旬

日付ごとに計画を立てることで、

ねらい
意思決定能力や将来設計能力を育

成する。また、活動を視覚的に振り

返ることで、成長を実感させる。

課題解決に向けて努力するこ

とができる。また、成長を感じ取

キャリア教育
ることができる。 （意思決定能力）

の視点
夢や希望をもって、将来の生き

方や生活を考え、前向きに自己の

将来を設計することができる。

（将来設計能力）

目標に向かって取り組む計画を

立て、計画をもとに実行し、振り返

活動内容 りの活動を行った。また、日標を達

成するためにより具体的な計画を

立てることを日指した。

②実践内容く手立て：目標達成シートの活用＞

目標に対する取り組み方を明確にするために、目標

達成シートを作成しようと考えた。そこで、取り入れ

たのが手帳である。長谷川 (2012)は、手帳によって身

に付く力について、「①生活習慣力②時間管理力③計画

実行力④経験活用力」の主に 4つの能力が育ち、最終

的に学ぶ力が育つと述べている。このような手帳の効

果を生かし、日標達成シートを作成した。

目標達成シートを活用し、「～のために～をする」と

いう形で日標を設定することで、日的を意識した日標

を設定させた。実習 lの反省を生かし、目標を設定す

る際に、数人の児童の目標を発表させることで、いく

つか具体例を提示した。
I .-、、 七椋，、 , ,, へた、,..  ,. ., . ヽ .,  

団予

【資料6:、目標達成に対する計画のワークシートの記入例】

計画の方法は、①日標達成日を決める。②取り組む

日を決める。③取り組む日ごとに取り組む内容を記入

する。資料6の児童は、 21日を目標達成日に決め、素

振りをする日を決めた後、日にちごとに素振りの回数

を決めた。このような手順で、計画を立てた。

また、計画を立てた後に、目標達成シートをファイ

ルに綴じ、教室に掲示することで視覚的に意識させた。

活用方法としては、取り組み日にできた場合は0を記

入し、できなかった場合はXを記入する。同時に、気

づいたことがあれば感想を書き、途中で計画を変更し

てもよいこととした。

③成果と課題

〔成果〕

0ねらいに対して

目標を立てることに関しては、実習 Iでも実践をし

たため児竜が自ら日標設定することができていた。一

度ではなく、何度か経験することで日標を設定する能

力につながると考えた。

0キャリア教育の視点

詳細な計画を立てたことにより、日標に向けて努力

を続ける児童が多くいた。その結果、成功体験を味わ

ったことから、「また目標を立てたい」という意見がで

てきた。こうした姿から課題解決に向けて努力し、成

長を感じ取ること（意思決定能力）ができたと考える。

0抽出児の様子から

児童Aは、「機械をじょうずに使えるようにするた

めにローマ字を全部うてるようにする」という日標を

立てた。この目標は、将来の夢であるユーチューバー

に向けて関連性のあるもので、具体的なものである。

具体的な日標を描けたため、児童Aは、「な行、は行、

ま行、や行、ら行、わ行」を一日おきに練習する計画

を立て、計両通り実践し、日標を達成していた。
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〔課題〕

0ねらいに対して

児童は、学校での学びだけではなく、習い事、宿題、

家庭の用事など様々な活動をしている。その活動に沿

った日標を立てた児童は比較的取り組めていたが、活

動に沿わない目標を設定した児童は時間がとれていな

い様子であった。自山に目標設定をすると日標の立て

やすさは増すが、取り組むことが難しくなったようだ

った。次の実践では、範囲を絞った目標の選択ができ

るようガイダンスを工夫していく必要がある。

0抽出児の様子から

児童Bは、「楽しみのためにドローンをがんばる」と

いう日標を立てた。児童Aとは対照的に、将来との関

連性が薄く、抽象的な日標設定だと感じた。そのため、

計画の段階で何をすべきか書くことができていなかっ

た。次の段階では、具体的な目標設定ができるように、

成長につながる能力を提示する必要があると考えた。

(2)第w段階『授業に目的意識を持つ』

①実践の概要

実践場面

実践時期
体育科：器械運動（マット運動）

1 0月下旬

ねらい
・学びに対する目的意識をもつ。

・単元を通して成長を実感する。

現状の能力を把握し、日標を設定

することができる。

キャリア教育

の視点

（計画実行能力）

目標達成に向かう過程におい

て、課題解決に向かい努力するこ

とができる。また、成長を感じ取

ることができる。（課題解決能力）

②単元構想

時数 学習内容

目標設定

・ガイダンスにおいて、学習のねらいと本学

習について見通しをもつ。

1 ・チェックシートを活用し、現時点でのマッ

ト運動の能力を把握する。

・学習の進め方を理解し、学習全体を通した

目標の設定をする。

目標達成に向けた練習

2 
・サーキットトレーニングで基礎となる運

動の復習をする。． 
・自分に合った練習方法を見つけ、目標に向

3 
けて練習をする。

・連続技の方法を確認する。

成長を実感する

•発表会で練習の成果を発揮する。

4 ・チェックシートを使い、単元開始前と開始

後の変化を見る。

・成長したことを振り返る。

③実践内容

ア く手立て：ガイダンスの充実＞

小林(1982)は、体育科の授業における目標を明確に

した授業について次のように述べている。

「教師による教授行為の最終のねらいは、子ども

の日的意識で意欲的な学習を成立させ、子どもを

学習主体として育てることである。〔中略〕何のた

めに、何を、どう学ぶのかわかりながら運動ができ

るようになるのでなければ学習主体として育つこ

とは見通せない」

これは、本研究のねらいでもある「何のために学ぶ

のか」を意識させることの重要性を述べている。「授業

で目的意識をもつ」実践では、最終段階として授業を

通して学べることを理解し、目的をもって授業に取り

組ませることが必要となる。

小学校キャリア教育の手引 (2011)には、学力向上に

キャリア教育の視点を生かす取り組みとして、『各教科

の授業や単元などのガイダンスを工夫し、目的意識を

高める』ポイントについて述べている。そこで、第IV

段階では、以下の「ガイダンスの効果」を取り入れた

授業を展開していく。

「授業のガイダンスでは、主に学習の目的、学習

内容、学習の流れなどを説明して見通しをもたせ、

各自の学習に対する意欲を高める工夫がなされて

いる。このとき、学習の目的と将来の生活を関連付

け、より身近な、そして将来の生活に必要な学習で

あることを感じ取らせ、学習意欲をさらに高める

ことが考えられる。また、ガイダンスの際にはワー

クシートを準備して教科書やノートに綴じ込ま

せ、適宜確認させることも大切である」

本実践では、単元の導入(1時間日の授業）でガイダ

ンスを実施した。児童に分かりやすく説明するために、

テレビモニターを使用して、授業の進め方と本単元を

通して学べることを示した（資料7)。

【資料7:ガイダンスの様子】

授業の流れや単元の進め方を説明し、本単元で扱う

技を動画で紹介した。その後、児童が主体的な目標を

設定するために、マット運動を通して学べることを 3

点あげた。
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授業と児童の将来を関連付けるために、学べるポイ

ントをこの 3点にした。マットの技能や体の使い方に

対する学びではなく、生きる力に関連する日標を掲げ

ることで、授業に目的意識をもたせることを目指した。

卜

こと）

イ く手立て：ワークシートの工夫＞

0チェックシート

チェックシートは、成長を感じ取ることをねらいと

して使用した。また、茨城県教育委員会の『学校体育

指導資料集「指導にすぐ生かせるワンポイント事例集」』

を参考に作成した（資料8)。

3
 

【資料8:マット運動チェックカードの一部】、

第 1時の授業で、目標を設定する前にチェックン一

トで自己評価をして、現状を把握した状態で日標を設

定させた。その後、第2・3時の授業で練習に取り組ん

だ後、第4時の授業（最終授業）の発表会後に再度自己

評価させた。

0学習カード

手帳形式の良さを活かし、『計両と実行』の段階で使

用した目標達成シートとのつながりを意識して作成し

た。学習カードを活用し、日標達成に向けて授業ごと

にねらいを薯かせることで、取り組みの計画を明確に

することを日指した。また、日標設定から各授業のめ

あてを各自で書かせ、目標達成に対する計画を考えさ

せた（資料9)。計画実行能力を育むために、振り返り

以外の項日は全て一時間日に記入させた。また、途中

で計画を変更してもよいこととした。

【資料9マット運動学習カードの一部】

ウ く手立て：練習方法の工夫＞

本単元では、児童一人一人が目標をもって練習に取

り組み、主体的な学びができるように、以下の 3つの

工夫を行った。

0基礎の定着

自分の課題に向けた練習をするため、前転や後転な

ど基本的な動きはサーキットトレーニングで実施し、

基礎の復習と運動量の確保を目指した。

また、前転に不安がある児童もいるので、傾斜を作

るなど、サーキットトレーニングに前転・後転のスモ

ールステップ運動を取り入れた。（資料 10)

【資料10:傾斜を使った前転のスモールステップ運動】

0マットの配置

練習では、それぞれの課題に対して別々の技に取り

組む。そのため、安全管理の工夫が必要となる。本単

元では、倒立系の技も取り入れたため、補助が必要な

技もある。また、練習の際に練習方法に困っている児

童への声掛けなど、児童の様子を見るための指導者の

立ち位置を工夫する必要があると感じた。

ニ補助が必要な技］

【資料11: マットの配置】
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そこで、マットごとに取り組める技を決め、練習

場所を指定した。また階段状にマットを配置すること

で、補助が必要な技を先頭にしながら、指導者から全

体の児童の様子が見えるよう工夫をした。（資料 11)

0練習を主体的におこなうためのアイテム

『計画と実行』の実践における課題から、練習を行

う際に、何もヒントを用意せず自山に練習させている

だけでは、効果的でないと考えた。そこで、次のよう

なアイテムを使い、練習方法を選択させ、課題解決能

カの育成を目指した。

アイテム ねらい

技のチェッ 児童同士で教え合う際に、どこを

クポイント 見ればよいのかを明確にした。

タブレット 手本の視聴や、自分の技を見る場

端末 を設定した。

技のチェックポイントを活用し、教え合いの活動を

行うために、同じ技を練習する児童同士で練習ができ

るようマットの配置を工夫した。（資料 11)

タブレットについては、運動中の児童に撮影をさせ

ると運動量の低下が考えられたため、手本を見ること

を主な日的として使用した。

④成果と課題

〔成果〕

0ねらいに対して

成長の実感を目指したチェックシートの結果は、単

元開始前と後を比較すると、授業に参加した児童全員

が授業を通してチェック項目の評価が向上した。自己

評価ではあるものの、視覚的に意識できることは効果

的であると考えた。ただし、単元の最後に「マット運

動の勉強を通して成長できたか」という間いには、数

名の児童が挙手をしなかった。数値が向上しても、確

実に成長を実感できるとは限らないことを学んだ。

0キャリア教育の視点

ガイダンスを通して、マット運動の学習に見通しを

もたせることができた。また、日的意識をもてたこと

で、授業に対する具体的な日標設定をすることができ

ていた。その結果、単元開始前はマット運動に対して

「やりたくない」という声が多かったが、単元後は「も

っとやりたい」「楽しかった」という意見が多数あった。

この結果から、授業に日的意識をもたせる手立てとし

て、ガイダンスは効果的な手段であると考えた。

〔課題〕

0ねらいに対して

授業に対して具体的な目標を設定することができ

ており、学びに対して日的意識をもっている児童が多

い様子であった。しかし、主体的な活動を取り入れす

ぎたことにより、運動が好きではない児童にとっては、

何を練習すればよいのか疑間を感じる結果となり、意

欲的な活動とならなかったのではないかと感じた。

授業に目的意識をもたせることは必要であるが、同

時に楽しく・分かりやすい授業を行っていく必要があ

ると感じた。児童が主体的に学ぶ意欲を持っためには、

“目的意識”“楽しざ'"分かりやすざ’など他にも様々

な要素が必要である。今回は“目的意識”にこだわっ

たが、今後はバランスよく場面に合った要素を取り入

れる必要があると考えた。

v 研究の成果と課題

(1) アンケート結果

実践後アンケート結果は次のようになった。

するのかIN=豆

【資料 12:「なぜ学校で勉強をするのか」意識調査】

実践前と比較すると、学ぶ意義を記述できた児童が

2名増えた。この 2人は、児童Aと児童Cである。児

童Bは、実践前と同様に「分からない」という回答で

あった。

【表3:意識調査に関する事後アンケート結果の比較】

質間内容

何にでも進んで

挑戦できる。

難しいことでも

やればできる。

勉強は将来につ

ながる。

合計

(2)考察

0児童A

児童A 児童B

月‘IJ’ 後 月‘IJ’ 後

1 1 2 2 

1 3 3 2 

1 2 2 4 

3 6 7 8 

表 3のように、実践後、児童Aのアンケートの数値

が向上した。実習 Iでは、目標設定に苦戦していたも

のの、実習IIでは夢に向けた具体的な日標を設定する

ことができていた。その結果、『計画と実行』『授業で

日的意識を持つ』段陛を通して、日標に向かう中で成

長を実感したことにより、「やればできる」という意識

が芽生えてきたのではないかと考えた。

また、アンケート調査の結果のうち、「進んで挑戦す

る」という意識につなげることはできなかったが、「な

ぜ学ぶのか」の間いに答えを見いだしたことは、本研

究における成果であると考えた。
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0児童B

表3のように、「やればできる」という意識が低下し

た。この原因として、日標に向かった実践の中で、成

功体験を得られなかったことが考えられる。児童Bは

2度の実践を通して自分なりに日標をもつことができ

ず、『目標の設定』『計画と実行』の段階で、具体的に

日標設定ができていなかった様子が見られた。

また、『授業で日的意識を持つ』段階では、児童Bが

日頃体を動かす児童ではなかったため、意欲的な学習

にはつながらなかったように感じた。ただし、表 3を

見ると「勉強が将来につながる」という意識の数値は

高くなっている。意識はあるものの、成功体験が得ら

れなかったため、「なぜ学校で勉強するのか」の間いに

対しても「分からない」と回答したと考えられる。

また、成功体験は得られなかったが、体育の授業で

はチェックシートの数値に向上が見られた。そのため、

練習の様子を評価したり、単元前後の変化を意識させ

るなど、プロセスを評価する必要があったと考えた。

0学級全体を通して

学級全体の平均値を見ると、「やればできる」という

意識が低下した。逆に、「勉強は将来につながる」とい

う意識は上昇した。この原因としては、児童B同様に

成功体験を得られなかったことが考えられる。ただ、

『授業で目的意識を持つ』実践において、全員のチェ

ックシートの数値が上昇したように、日標が達成でき

なくても、小さな成長はある。今回の研究テーマによ

り近づくためには、小さなことでも成長の実感ができ

るような工夫が必要であったと考えた。

0キャリア教育の考え方を取り入れて

本研究では、‘‘将来を見通して今の自分を考える”こ

とで、学ぶ意義を考えさせることができた。学級の中

には「なぜ学ぶのか」が答えられない児童がいるので、

キャリア教育は教育活動において必要な視点である。

しかし、体育の授業ではキャリア教育を意識しすぎ

て、技能面に十分時間をかけることができなかった。

キャリア教育を主体として進めていくのではなく、ワ

ンポイントで取り入れ、授業に日的意識をもたせるこ

とが必要であると考えた。

(3)今後の展望

本研究を通して、児童が学習活動に日的意識をもっ

ことができたのは成果である。ただし、児童の主体的

な学びにはつながっているとは言い難い。今後は、成

功体験を得られなかった児童に対し、どのように再度

挑戦する意欲を持たせるかが課題である。また、どの

ように成長を実感させるかが重要となると考えた。

本研究は、教科の実践としては体育のみを行ったが、

他にも多数の教科学習がある。各児童が一番輝ける場

所で、目的意識をもたせ成功体験を得ることができる

ように働きかけることで、将来設計能力や意患決定能

力が育つ可能性が高いのではないかと考える。

VI おわりに

主題設定の理由に、「先生、何のために学校で勉強す

るの」と児童に質間されたことを述べた。当時の私は、

「君の将来のためだよ」と答えたが、本研究を終えた

今の段陛なら「生きていくためだよ」と答える。その

理由は、児童にとって将来について考えることは難し

いことであると感じたからである。それに対して、生

きることは児童が実際に体験していることであり、現

在の生活にこれまでの学びが生かされている点から、

イメージを持たせやすいと考えた。

社会と関わる機会が少ない児童にとって、将来に対

するイメージはしにくいため、「将来なんてどうでもい

い」という回答もでてくるだろう。キャリア教育は、

将来と現在を関係づけることができる教育である。キ

ャリア教育を通して、将来に対する意識から今の自分

を振り返ることで、自己の意識から将来に対する目的

意識の必要性を感じることができるような教育ができ

るよう、今後も研究を続けていきたい。
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